
解

説『隆
師
御
停
記
』
に
つ
い
て

今
回
資
料
と
し
て
紹
介
す
る

『
隆
師
御
伝
記
』
は
、
香
川
県
国
祐
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

『
当
要
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
日
隆
聖
人

の
御
伝
記
の
部
分
で
あ
る
。

こ
の

『
当
要
集
』
は
、
題
嬢
に

『
当
要
集
　
日
為
律
師
述
　
一と

と
記
さ
れ
、
寛
文
六
年

（
王
ハ
一ハ
一〇

四
月

に
書
写

（
編
集
）
さ
れ

た
も
の
で
い
そ
の
書
誌
的
な
研
究
は
い
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。

『
当
要
集
』
全
体
の
内
容
に
つ
い
て
み
る
と
、

「
天
台
興
祖
師
異
目
」
、
「隆
師
御
伝
記
」
、
「
定
禁
制
条
々
」
、
「洛
陽
諸
寺
」
、
「
富
士
山

日
興
遺
誠
置
文
」
、
「
法
蓮
名
字
抄
」
、
「
定
誹
州
林
雄
持
法
度
条
々
」
、
「
当
門
両
本
寺
法
燈
蔓
」
、
「
四
節
三
益
得
意
」
、

「引
導
　
日
宥
上
人
御

述
」
、
「
同
日
玄
上
人
御
述
」
、
「秒
撻
善
両
門
和
合
決
」
、

「
妙
蓮
寺
本
門
信
心
学
徒
内
証
相
承
祖
師
次
第
」
、

「
日
法
聖
人
御
縁
起
」
、

「
此

経

難
持
相
伝
」
等
で
、
編
者
の
日
為
律
師
が
、
教
学
に
関
す
る
も
の
や
宗
門
史
に
関
す
る
研
究
資
料
と
し
て
興
味
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、

書
き
写
し
合
本
と
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

当
時
は
、
資
料
の
収
集
は
極
め
て
困
難
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
、
こ
の

『
当
要
集
』
の
成
立
は
か
な
り
の
歳
月
を
要
し
た
と

考

え

ら

れ

る
。
し
か
も
こ
う
し
た
資
料
は
、
布
教
上
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
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『隆
師
御
博
記
』
に
つ
い
て

御
伝
記
が
著
さ
れ
る
歴
史
的
な
背
景
は
、
寛
文
三
年

（
三
ハ
エ会
し
が
日
隆
聖
人
三
百
遠
忌
の
年
に
当
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
時

代
の
要
請
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

『隆
師
御
伝
記
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
学
林
教
授
小
西
徹
龍
先
生
が

『
日
隆
聖
人
略
伝
』

（昭
和
六
十
年
五
月

一
日
　
東
方
出
版

編
集
法
華
シ
リ
ー
ズ
刊
行
会
発
行
）
の
中
で
、

「
２
、
両
山
二
十

一
世

・
蓮
山
十
六
世
日
感
師
の

『
開
祖
略
伝
縁
起
』
に
つ
い
て
は
、
原
本
な
ら
び
に
写
本
不
祥
の
た
め
、
内
容
に

つ
い
て
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
た
だ

『
当
要
集
』

（香
川

・
国
祐
寺
蔵
）
所
収

「隆
師
御
伝
記
」
の
中
に
、

「
己
上
右
形
状
日
遠

日
感
随
分
考
記
之
」
と
あ

っ
て
、
こ
の
日
感
が
両
山
二
十

一
世
の
日
感
師
な
ら
ば
、
「隆
師
御
伝
記
」
の
一
部
が

『
開
祖
略
伝
縁
起
』

と
な
ろ
う
。
し
か
し
現
状
で
は
単
純
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
尚
、
同
記
の

「
日
遠
」
が
両
山
十
六
世
日
遠
師
で
あ
る

な
ら
ば
、
さ
ら
に
日
遠
師
筆
の
隆
師
伝
も
存
在
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
も
あ
る
。」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

本
文
中
に
み
え
る
日
隆
聖
人
生
誕
の
記
述
は
、
至
徳
二
年
十
月
十
四
日
と
あ
り
、
現
存
す
る
御
伝
記
の
中
で
日
寛

（光
長
寺
二
十
四
世
）

の

『
隆
師
尊
縁
記
』
の
至
徳
元
年
十
月
十
四
日
の
生
誕
年
が
相
違
し
、
又
、
日
隆
聖
人
剃
髪
が
本
文
で
は
十

一
歳
、
応
永
二
年

（
〓
一一九

五
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
寛
本
で
は
九
才
明
徳
四
年

（
三
二
九
一こ

と
な
っ
て
い
る
点
も
相
違
し
て
い
る
。

こ
の
事
か
ら
、
日
寛

（隆
師
尊
縁
起
）
日
行

（両
山
四
十
五
世
寛
師
本
所
持
）
―
嘉
伝
日
諄

（高
岡
本
光
寺
十
四
世

『開
基
日
隆
大
聖

人
縁
起
し

の
、
日
隆
聖
人
の
出
生
地
に
近
い
地
域
の
人
達
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
系
統
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

小
西
先
生
指
摘
の
日
感
上
人
著
の

『
開
祖
略
伝
縁
起
』
以
前
に
著
さ
れ
て
い
る
日
庸
上
人

（両
山
十
八
世
）
の

『開
祖
略
縁
起
』、
『隆

師
御
縁
起
略
録
』
等
を
拝
見
す
れ
ば
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
解
明
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
本
書
に
於
て
日
為
律
師
は
、
日
感
上
人
の

『開
祖
略
伝
縁
起
』
を
拝
見
さ
れ
て
い
る
事

か
ら
、
日
感
―
日
為
律
師

（『隆
師
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御
伝
記
し

―
日
心

（
両
山
五
十
八
世

『
両
寺
開
基
日
隆
大
聖
人
略
縁
起
し

―
日
芳

（両
山
六
十
四
世

『
開
祖
徳
行
記
試
評
』

。
『
日
隆

大
聖
人
御

一
代
徳
行
講
演
抄
し

―
石
浜
日
勇

（東
京
本
性
等

『
日
隆
大
聖
人
徳
行
記
し

―
信
隆
日
秀

（本
興
寺
百
十
世

『
琳
即
嘩
馨
鹸
日

隆
大
聖
人
御
伝
記
し

の
系
統
に
嘱
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、
日
隆
聖
人
の
御
伝
記
を
世
に
知
ら
し
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
本
門
八
品
教
学
を
興
隆
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
う
時
代
の

要
請
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の

『隆
師
御
伝
記
』
は
、
御
伝
記
と
し
て
同
文
の
も
の
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
事
か
ら
、
今
回
資
料
と
し
て
と
り
あ
げ
た
わ
け
で
あ

アリ
。今

回
の
公
刊
に
当

っ
て
は
国
祐
寺
御
住
職
大
平
日
晋
上
人
の
御
協
力
を
頂
い
た
。
ま
た
学
林
教
授
大
平
宏
龍
先
生
に
は

『
当
要
集
』
に

つ
い
て
御
教
示
を
頂
き
、
本
文
の
書
写
並
び
に
校
正
は
学
林
講
師
和
田
晃
尚
先
生
を
煩
し
て
、
出
来
る
だ
け
本
文
に
忠
実
に
作
成
し
て
頂

い
た
。
関
係
者
の
方
々
に
対
し
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

『隆
師
御
博
記
』
に
つ
い
て
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